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中国の貧：困脱却過程における

　　労働組織に関する一考察
　　一山聞丘陵地域における「治山工程」を中心に一

甫ホ加甫
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2）　F治山工程」における労働組織

　（1）農家個人による労働組織

　（2）農家組織による労働組織

　（3）集団による労働組織

　（4）地域組織による労働組織

結び

1　はじめに

　今日の中国が直面している緊急問題の一つは農業問題であり、それは爆発的に増

加する農村人口の抑制と貧困からの脱却である。中国の農村発展施策と貧困把握に

ついてすでに吟味されたD。そして農業問題の一環であるこの貧困脱却課題につい

て、初隼目である平成4年度において、中国農村貧困問題の発生状況の類型とその区
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分を行い、中国貧園地域の全体概況と貧困発生原因や反貧困過程における政府の役

割と対策を明らかにしている。このことについての成果は七戸長生編著「臼申比較

による農村貧困状況からの脱却方策に蘭する共岡調査研究」（平成4年度科学研究費

補助金研究成果報告書、1993年2月）にもまとめられた。そして、丁沢云云は坤国

における貧困地区と貧困脱却の方策」という報告において、貧困脱却の方策として

「治土治水」と「治山治水」ということを指摘している。これは文字通り山間丘陵

地域の環境整備を行い、比較的不良な惣然条件におかれている地域の状況を改善す

ることによって貧函脱却を実現するということである。これは同時に山間丘陵地域

において、農業基盤整備と農業を取り巻く環境整備の調整による環境保存型の農業

を実現するという視点からも重要な意味をもつのである。

　しかし、問題は胎土治水」と「治山治水」というのはどういうものであり、そ

れはどのように行われているかということ：である。この「治土治水」は農業の基盤

整備のことを意味するのに対して、　ギ言出治水」は農業または地域を取り巻く環境

整備のことを意味する。これには多額の資金または労働が投入されることであり、

中国の現段階においては資金不足という現状から、労働投入を先行するのは当然の

ことである。この労働の投入を農家の労働投入に求めるしかないのである。しかし

農家は現在周知の通り個別経営農家と変化した、個剛である限りある程度自主性を

もって個人の経営管理と生誕要素の配分を行う決定権をもっている。つまり、，面心

はかつての人民公社晴代のように、論意國」作戦に参撫して、凝然を改造すると

いう組織方法の呼びかけに乗らないはずであると思われる。このような疑問をもっ

て、1993年6月に行われた中日共同調査研究においての現地調査により、関係資料を

集めてこの磁土治水」と「治山治水」問題を取り上げることにしたい。

　「謡言治水」と「治山治水」閥題はもちろん資金と人間の労働を投入しなければ

ならず、そのために労働力を組織しなければならない。したがってその労働力を組

織する方法と論理はどういうものであり、それが今後の農業発展になにを示唆して

いるのかを明らかにする必要があると思われる。

　この「治土治水」と「治山治水」による労働力の組織過程は、農村地域の発展と

農業生産の継続的発展のために、そして生産単位である農家の零細性と脆弱性によ

って生じるさまざまな問題を克服するために、地域に住んでいる住昆や受益者の合

意を得て、彼らの参加によって一定の地域範鵬に渡る多様な形態の治山事業や基盤

整備を行うという仮説である。そしてこの問題をできる限りのとごろまで解明して

行くために、93年の現地調査や関係者の説明、統計資料、　「治土治水」と「治山治
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水」を行っている地域の調査記録や報告記録を加工分析することによって解明して

いくことにする。

2　「治山工程」の内容とその三身

1）　「治由工程」の内容

　中国において貧困の原因は自然条件の悪化による生態環境の破壌であり、そこか

ら脱却するには「治土治水」と「治山治水」ということを避けて通れない手順であ

ると認識している2）。現地調査や関係者の説萌によれば、中国でいう「治土治水」

と「治由治水」は正式に「治由工程」と名付けられている。この治山工程は治山事

業ということであり、前述したように農業の基盤整備事業と農業を取り巻く環境改

善：事業と理解しても良いのではないかと思われる。というのは、そのやり方はすで

に過ぎ去ったスローガンのようなやり方に見えない。中国政府のトップから農業生

産の現場である村民小組（昔の生産隊）まで連携しながら、環境専門に詳しい関係機

関の関与を媒介として、その環境改善を農業生産と結びつけており、自然環境に応

じて適地適作を念頭において、それを長期的にかっ計画的に行っているという点に

あるからである。これには農家による改善事業、集団維織による改善事業、地域組

織による改善事業、国による改善事業があり、農家の労働投入によるさまざまな組

織方法によって行われているのである。そしてその進め具合を調査し、各機関が記

録を残し、省または申央政府まで報告を行い、地域間の経験交流をはかっているが、

決して成功した例を昔のようにテレビやラジオにながしてまねするというやり方で

はない。

　したがって、　「治山工程」というのは短期的で一時的なものではなく、山間丘陵

地域を対象とし、由間丘陵地域住民の基本的な生存と生産条件を改善するため、環

境と農業を結び付けた開発事業のすべてをさすということになる。これには小流域

の整備、農業基本建設、水土保持事業、植林地造成、農地造成、果樹園建設、高収

入をもたらす集約的な農田建設、立体農業の実現、寝然災害防止に備えた対策事業、

水利事業、橋と道路の建設、発電所建設などが含まれている。これには国が行う大

プロジェクトがあれば、政府の貧園政策による貧困脱却事業もあり、農家や集団が

行う基本整備事業もある。それは由に木を植え、坂を劇って谷を埋め、新梯田農地

を造成し、農林牧離離の構造を調整するといったような工夫である。
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2）　「治山工程」を進める理由

　一般的に、貧困形成の原因は総合的であるといわれている。それは自然条件の悪

化、社会的な発展度合の低さ、生産様式の遅れ、爆発的な人口増加、教育水準の低

さというようにさまざまである。しかし、申国の現段階における共通の認識に即し

ていえば、それは主に過酷な自然条件のもとでの生態環境の悪化が貧困の直接的な

原因であり、このような状況の改善こそが現段階における貧困脱却の重要な課題で

あるという。したがって、陰間丘陵地域の「治土治水」とギ治山治水」を対象に、

「治山工程」を実施することになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この治山工程の具体的な理由は次の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通りである。その第1は地理的位置によ
表且　中濁全土における県を類型ごとに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るものである。中国のすべての県を類　　　集副’した呼数（η1．位：個）

類型

総数

艦業地区県

牧場地区県

半燈半牧地挙隅
書5芋1’近郊地区県

辺境地区県
lj．澗地区県

鷺陵地区県
平房U幽区鋳隻

嵐族地区県
老革命根拠地地区り艮

住家特別資金貸出舞1

省・区扶貧県
商晶食糧生産基」麟隻

綿徳生廣霧警地県

1987口繕

2371

2105

119

146

337

139

936

G25

794

647

256

300

363
i70

　71

1988イ1…

（2371）

（2106）

　120

　裏46

　3々3

　139

　942
63G

797

647

　256
325

（363）

　169
　（7D

資料lr申濁分り獲凋・二三統一・概，饗瞬中解1

　　　系ザ6討19111ハ反老1：1980－1987、　i988イ終よリ

　　　作成。

注）：1．括弧内の数宇は雛定値である．

窪したのが表1である、この表からわか

るように、山間丘陵地域の県数は総県

数の6割以上を占めており、ほとんどの

低収入または貧困県はこの山間丘陵地

域に位置している3）。その第2は経済的

地理条件である。これは山間丘陵地域

の社会環境条件の悪化に見られる。つ

まり道路交通条件、情報通達の悪さに

よる教育、技術、資金、入材の交流が

不便であることである。その第3は、か

っての中国の地域的な食糧自給政策に

よる非合理的な土地利用から生まれた

自然環境の破壊である4）。これは木材

需要の拡大により無制限に森林伐採が

行われ、それと同時に山聞丘陵地域の

人口増加が著しくなり、食糧危機に陥

る。これによって耕地面積の拡大がせ

められ、：食糧生産に必要とされる耕地が山のてっぺんにまで登り、環境破壊の最大

の原因となっていく。つまり、食糧生産と環境保存の矛盾の顕在化である。その第

4は由問丘陵地区に大箪な余剰労働力が存右しているからである。治山工程には資金
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と労働力が必要である、しかし学僧丘陵地区には資金が希少財であるのに対して、

労働力は過剃財である。したがって、治山工程によって労働力の最大限の利用と就

業問題を解決できるというねらいもある。このように自然破壊の円理、つまり治山

工程を通じて、貧困地区の経済的地理条件と環境条件を改善し、貧困人口の収容噺

といわれてきた由間丘陵地域の貧困状況を改善するということである。

3　「治山工程」を実施する仕組み

　前述してきたように治山工程は長期的かつ計画的に行われている大プロジェクト

であり、これには多額の資金と大量の労働投入が必要である。治山工程の目的は限

られた資金投入の範囲内に、山閻丘陵地域の余剰労働を最大限に生かすということ

である。しかし、この労働力はほかでもなく、農民自身の労働力である。したがっ

てこの治山工程はどのような仕組みで実施され、農民の労働をどのような方法で動

員していくかということが問われる。

　治山工程の全体の実施仕組みを整理したのが図1である。この図によれば、治由工

程の実施過程は5っの段階を踏んで循環するようになっている。

　第1段階は労働の動員段階であり、ここには農民の余剰労働を如何に動員するかと

いうことが重要な問題となってくる。周知のように農民はかっての大軍団作戦方法

には乗らないし、農民の個入利益につながらない労働動員を認めないはずであり、

その農民の合意を得てかっ利益につながる動員方法が必要となってくるので、その

動員方法と見られるのは第1段階の8項目である。以下その中のいくつかの方法につ

いて説明すると次のようになる。

　1番目の農家個人の投資による方法は農家と集団が治山工程の目的となった一定の

土地または山地面積を農家に請け負わせることである。そして一定の合意のもとで

整備事業が農家によって行われ、後の各段階を踏んで、利益分配を決定することで

ある。一番多くとられる方法は農業税を3略年免除し、かっ集団蓄積基金の免除を行

うことである。

　2番目の集団的労働蓄積による方法は、村民小組（昔の生産隊）もしくは村（昔の生

産大隊）ごとに勇働力を組織して、一定の面積または事業の工事を行う。その時整備

したのが薪開発した農地であれば、その個入の労働投入によって一定面積が配分さ

れるのであり、環境整備事業工事であれば労働報酬が支払われるか或いはそれが次
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〈労鋤の動1遡没階〉

i．膿嶽個人投資による方法

2．撫引的燃費野積によるノ∫法

3．國家投資による方法
4．二二｝il｝助金によるノ∫法

5耀家の資金貸封による方法
6．以工代賑による方法

7．騨膿援助による方法
8．寮丁丁i範によるプ∫法

　　　1
〈労働の翻二丁階〉

i．旗家鯛入による舟1鰍形惣

2．数個の艦家のグループによ

　る麟㈱形態
3．張型の動摂による翻織形態
4．一’窺範隈の地域による翻織

　形態

　　　1
〈工程丁丁般階〉

1．地域の灘業ほ懸があること
2．二1二程の1趣行11’例と区間メ3｛あ

　ること
3．工程の資金と物質の骨埋を

　行う翻織難関があること
4．工程思懸の管理とその賓的

　検査診断が行われること

　　　1
〈契施する二丁〉

1．梯田罎殿による1幾地造成

2．由地果四丁地造成

3．由地構山地三門二

二．由地賢路・橋の建設

5、水利建殻と鞘電所建設

6．小流域の泊理による流域の

　幣㈹
7，膿業基水艶備による膿業生

　慶力の維持管理

　　　　　1
　　〈丁丁調魑殴階〉

　　　　　　　　　　劉一

図1　治由二1二糧全体のなが壕も図

資料：剛｝」発酵例的瞥示←巳〉創ll揮閃特絹全1種

　　　lll版撫992葎の説明より作成。
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の分配に参加する権利として残

ることになる。

　3番霞の国家投資ということで

あるが、これは主に国が行う公

共事業であり、それと関連のあ

る貧困地域の農地とか環境整備

を国がセットして行うので、こ

れに参加した農民に労働報酬を

払うことである。それから国の

特別貧困地区扶持対策資金も含

まれるので、それは農家に直接

支給するものと集団段階で集中

して利用するものもある。これ

は集団を通して農家の労働蓄積

の代金として支払われることが

ある。

　6番目の以工代賑による方法は、

国と雀の関係機関が実物を出し

て、極端に貧困地区にある農家

の農田建設もしくは国の環境改

善関連事業に参加した農民に代

金：として支払うことである。

　第2の段階は労働の組織段階で

ある。本文ではこの段階におけ

る各項ξ1についての検討をする

ということであるが、このこと

に対して4節において事例を取り

上げながら検討を進める。

　第3段階は工程管理段階である。

ここで一番注目されるのは環境

専門機関の参加であり、彼らの

許可なしでは簡単に工事の着工



が行われないということになっている。それが第4段階の実施する項目の決定段階と

連結している。あらゆる組織や個入が行う工事はこの第3段階の認可が必要とされる。

そして第5段階は受益調整段階であり、主に農家と集団との間に行われる。

4　　「治山工程」における労働組織

！）事例地域の概況

　以上で述べた仕組みで治山工程が行われることになるが、それでは実際にどのよ

うに行われているかを2っの事例を拾って検討する。事例地域は山西省のかチュー梁と

山東省のリンチュー県である。両地域の位置と概要をまとめたのが表2と図2である。この

表の示唆するところは、全県の面積のうち山闘丘陵地の面積は約8割以上ということ

である。この爾地域を対象とする理由は、昔非常に貧困地域であり、自然条件が悪

く、いち早く貧困脱却作業に取り組んだことと反貧困過程において著しい成果を納

めている。そして調査記録が揃っているという点にあるからである。以下その両地

域の一般概要を説明する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホザユー察は内蒙古と陳西省の境、

　嚢2　山乗省と丁丁省1｝1繰の槻櫻　　　　　　黄河の川沿いに位置する典型的

項目

全県総人口　　　（二二）

郷村人口　　　　（引入）
≦鑑濡鼠怒軽藁積　　　　　　　（フ1必、）

内！全弼積に占める

　由醐rヒ斜地割合　（％）

耕地而積　　　　（万ム）

脹作物門門葡積　（万ム）

　内！食猟両積　（万ム）

　　　締高荊積　（万ム）

　　　油料禰積　（万ム）

1奪

一帯

83．5

75．2

15．3

　85
78．1

36．2

109

　0
4．4

山丙宵
ホーチューり護

10．8

198

　81

35．3

魂2．7

　33

　0
4．5

資料lrll輯分県艦イ纏経済統計慨要沸申μ｛1統霞卜

　　　lll版社｛988年、『開鞘実例的啓示（一抽

　　　中国大薗科全書lj玉版社よリ作成．

沼1）：1．1983ごろはひどい貧困県であり、いぢ

　　　潔く貧㈱貌却に璽りだした照である．
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な黄土高原の丘陵西区にある。

表2にも示したように、5度より

：大となる斜面を持つ土地の面積

は全県面積の8割を超える。0．5

キロ以上の大、中、小溝は6580

個あり、一平方キロにおける溝

の密度は2．74キロであり、全県

の土地構造はまるで溝によって

切られたような状態である。10

年に9図という度重なる千ばっに

追われ、降水量の変動によるエ

ロージョンの発生と地力低下が

原因で、農業生産の環境がひど

く破壊されている。全国におい



　　　　　　　　　，ノ＼

＼顕）◎

曳，　（l
　　l∫

　　壌、ノ．

ノ

　　　　　　　　　．ノ
　　　　　　　へ∫ノ

図2　瞬対驚乏地域におけるり，1の三身

資料；李鉄鋼十二lll編『申1…1校通観）16図川，1川椰1特質出版祉、1993年

　　　より合戒作成。細線は主婆：名7｝ll川を示している．

駐）：Lポチ㍗猟はlll酉省に所燐する，，μ甲ll省太房（宙の西北部に位澱してお

　　　リ、薩紡糊1離1潟1鴇00キロであり、黄圭高孤山㍑1；』il陵地区に当たる

　　　i．i｝酉省、内鼎iiボと脚～1律？の堺に立地しているn

　　2．リンチュー梨は山東省に所がilするり由乗省汀斜摺1の舅ξ部に位鍛しており、

　　　直線距離は約160キロであり、折蟻1～山lh闘地1或に立地している．

て有名な貧困県という名を残し、国の重点的に扶持する貧困県である。したがって、

本県における環境整備の対象は小流域の治理である。これによってエロージョン発

生を防止し、木と果樹を有する梯田式農地造成と環境整備のバランスを行うことで

ある。

一方、山東省のリンチュー漿は祈蒙由区の北麓に位置する魯中山区に立地している。気

温的には温暖帯に属し、日照鍛が豊富で、多種類の畑作物の栽培に適している。し
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かし、降水量の変動が激しく、度重なる千ばっに悩まされている。1983年の時点に

おいて、全県の3割の村に交通が不通、5割以上の村に電気が不通、5割以上の村にラ

ジオ放送が不通、16万人の人口の飲水問題が困難であるという状態で、国の重点的

な貧困改善県となっている。本県における環境整備対象は治由である。これは主に

植林地造成や果樹園建設と水利・道路などの環境整備である。

　この両県はいずれも自然環境による貧困であるということであり、両地域におい

てゼ五荒」5）面積と余命労働力が豊富にある資源で、ここに治山工程による環境改

善の必要性は重要であるという認識である。それではこの両地域は治山工程をどの

ように行ってきたかを、両地域の具体例を取り出して検討することにしたい。

2）治山工程おける労働組織

　前述したように、恥チ㍗県の治山工程の対象は小流域の整備であり、緊迫する農地

と環境の整備が最大の課題である。この県に具体的に現れた小流域の整備方法は農

家個人による整備、数個の農象組織による整備、一定地域範囲における組織による

整備方法である。これに対して山東省のリンチュー県の課題は治由であり、地域環境の整

備と山の整備である。ここでは集団組織による治山方法を採用している。以下その

農家個入、数個の農家、集団と地域組織の順に説明する。ここでは、農家個人によ

る労働組織方法を「単戸」組織方法、数個の農家による組織方法を「聯戸」組織方

法、集団と地域による組織方法を「聯組」組織方法と呼んでいる。しかし、この地

域組織による労働組織方法はいくつかの村を組織するということで、その村は1郷も

しくは複数の郷の村から成立する場合である。したがって、これを「聯組」という

より「財主」組織方法と読んだ方が良いと思われる。

（！）農家個人による労働組織

　この個人農家による労働組織方法、つまり「単戸」組織方法は、ホ号ユー県において

1982年の末から幾つかのエリート農家によって始められ、1983年から盛んに行われ

た。集団は地域改善に適した治山工程の改善計画と区画を農家に提示し、その説明

によって農家が積極的に取り組むことを期待する。そこで農家と集団との間に一定

の合意が形成される。その内容は以下ようなものである。農家は壷鐙と契約を結び、

そして農家は一定の面積の土地を治山工程の規定通りにその整備事業のすべてを請

け負う。完成した後、経済林や木材林に対して5年の受益期間が与えられ、その後は

2対8か3対7で集団と農家が利益を分けあうということである。新しく完成された梯
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国に対しては10年が受益富浜で、その後は普通の農地と同じようになる。ホザユー県に

おいて1982年の時点では2664戸が現れ、請け負った面積は63138ム、1983年には907

8戸で、請け負った面積は625858ム、1984年は頂点の10046戸に達し、請け負った面

積は727882ムに達した、そして現在は8900戸に安定しているという。

　以下かチュー県の旧懐郷に現れた5人の農家の治山状況を説明する。表3はこの照出郷

に現れた5入の農家の状況である。いずれもエリート農家であり、苗混醐氏は昔の生

産大隊の党委書記であり、この農家個入による労働組織を82年にはじめて導入した

入物である。彼は最初に45ムの土地を請負い、労働と資金の投入を行い多額の収入

を獲得したことが近隣を呼び起こすきっかけとなったと記録している。そして現地

の注目を集め、農家墨入による労働組織を行い、治山工程を進めるには農家早縄の

労働組織方法は普及すべき価値があると現地に判断され、彼はその見本となったの

である。

表3　（由西省ポヂュづ翻三繊ミ郷）荒由を制け∫曇った膿家状況

氏名 所損す ‘1～齢 政治 家族
る村 状汎 入口

（才） （入）

赫灘鞘 小五村 57 党員 4

黄換屯 ヌヒ馬梁 5窪 党質 6

王占賞 小五村 33 員

苗老虎 前幸lj三 52 党貝 7

賀　紅 縛『繰村 53 党雛 9

労働

力

負以前

一人あ

り粗収

（入＞　6／入）

3

3

5

4

5

125

200

102

550

｛55

賢料！中窪1大平科全誓1｝’鱈版社『嗣発実｛獣的瞥示（一う』、田92イ聡慧、1｝，211より加工弓；lll。

泣）11．謂け負った痛論は小流域蔽積である。

　　2．メンバーは入民公祉時代になんらかの形での幹部である．

　表4は旧県郷の翻心（昔の生産大隊）に見られるエリート農家が投入整備を行った

土地面積と糧収入の変化状況である。しかし、これらの農家は普通の農家より高レ

ベルの農家であることが注蔭される、彼らは昔から経済条件がよく、人昆公社時代

にはなんらかの管理職をかねていたということになる。例えば、八頭は昔大隊の書

記であるが、現在その職についていない。しかし彼はブルドーザなどの農業機械を

保有しており、治由工面を行うには他の農家に此べて非常に有利な立場にある。こ
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毅4　（山1η1省新ね鱗隻li嫉隻郷）膿家還の投入・整佛した1ヒ地i研f｛・粗収入の変化状況

氏づ’1 項1「i

荊瀞苗 労崩殴入　　　（』ゆ

窓煌h入　　　（元）

ｮ備蒲敏　　　（ム＞

P人あたり

ｵ均オll収入（元／入）

窒i宣1典屯 労働没入　　　（『jl＞

窓煌ﾂ入　　　Gの
淏柱､fl　　（ム）
P人あたり

T肖蝋取入（元／入）

ヨ三占茎’韮 労働段入　　　（二の

窓煬茁?　　　（テ6）

g研踊積　　　（ム）

P人あたり

P線粗収入（元／人）

ずi’幽がε 労働樽入　　　（二の

窓煌�?　　　（珊
趨ﾗ耐r｛　　（ム）
Pあたり

Tド幽幽叡人（元／人）

賀　紅 労働没入　　　（二の
窓燗鞄?　　　（テ‘；）

E事測線　　　（ム）

Pあたり

`i駒鯉川入（元／人｝

｝9臼1殉竃

HOG
7080

　80

1837．5

3u3
i70

13G

300

1200

30G

230

36

；7iO

40（IO

217

43

40

320
21

iIl

！9M｛11

1350

39350

　［35

コ325

イ70

160

127

292

2000

｝700

197

80

375

口00

　65

賢罫引1μi大摂「科金書孟1玉版匙；：町粥轟輿f舅」的啓示（一う湾

鴻）lL労働没入には凹凹労醐を含む．
　　2．野金投入はすべて個入撹入である．

46

65

620
29

89

19R！i隼

i350

38500

　｝25

7000

550

360

207

267

2500

1800

　42

i74．5

2｛）70

9600

　62

54

40

320

33

24G

19｝！f；｛li

650
4300

　55

5807．5

綴7

26R

226

490

i例

300

llw隼 m1榔F r浦

750 700 6750

i320 i3900 lo9840

440

7640 M95

1船3
690

4M

35G 417

5700

3800
469

464 620

4播5
i5000

344

271 4G7

235 870

12GO

47 233

578 600

、i992イ樫リ『韮、1，．2ロー一213より合成作成豊
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表5　苗混購一・家の199G年の収支状況

支ll獣況 （元）

L化学肥料費用
2．種費用

3．畑に雇用した嚢月1

乃．菊了開地に履用した三川

5．梨樹の枝つなぎ費用
6．ガソリン峯望用

7．二1二地憎憎費用

合書1・：

2228

　200
穫750

5000

　700
4500

　400
17778

版入状況 （元）

L食猟出荷収人
2．豚lil荷収入

3．油料出納収入

4．梨菖1荷収入

5．青果物出荷収入

6．ブルドーザ貸出収入

合謂・：

純収入

1入あたり純版人

4950

1500

1600

　480

　500
2500Q

33670
15892

2270．3

資料1表4と同じp．2ロー215の説明より作成．
注）：1．刷ll　l入目llの代金は7元、目ヨの食事代は2．5元である．

　　2．食糧は三1ミ蜀黍、豆、羅などを標準食糧に換算：して7650キロであり、

　　　1キロあたりの平準平門は0。6／6である。

　　3．油料作物収量は10◎Oキロ、キロあたり櫟準価格は1．6元である。

　　4．梨の収量は2000キロ、キ癬あたりの標準価絡は0．24元である．

のことを彼の1990隼の収支状況を見ればはっきりとなる、表5は彼の収支状況である。

ほかの収入を見なくても、ブルドーザ収入1っだけで25000元という収入である、こ

れは中国の普通の労働者の収入の㍗8倍であり、それに大量の雇用労働を利用してい

るということになる。彼は他の農家よりかなり有利な行動をとっているが、それは

彼の経済的力と経営能力に依存するということである。このように農家レベルの労

働組織はあらゆる地域に行われていると思われるが、それには経済的余裕と経営能

力の差が存在するということが伺われる。

（2）農家組織による労働組織

　この農家組織による労働組織方法は「聯戸」組織方法であり、これは農家問の合

意、農家と集団との合意によって行われることである。これには3つのパターンがあ

る。

　1つは村民小組が統…的に組織した数個の農家組織である。これは村民小組が昔か

らの農家聞の状況と土地の状況によって、組織しそうな農家達を／つのグループに編

成して、その整備計画と期問を設定し、その進め具合を監視調整するという方法で

ある。整備された農地は勿論それぞれ農家偲入のものであるが、ここで一番発生し
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やすい難問は誰の土地を先に整備するかということである。これは村民小組の調整

によって解消される。ここに農家組織の資金投入の一部を村民小組の集団蓄積基金

から投入するということである。

　2っ自は小型の専業工事組織である。これは引戸の生産資材を有している農家によ

って組織される。ここに長期的なものがあれば、一蒔的なものもあり、これも勿論

村民小組によって組織される。その工事費用は農家と村民小組から支払われ、農家

は食事を負撞したり、村民小組は機械を提供したり、その工事員がその機械を他の

工事に使った同型間を個入整備工事に使ったり、或いは集団から工事料金を払った

りする方法である。ここでは工事員が機械操作に詳しいことが前提とされる、つま

り入民公社時代に機械糸であったものが選ばれるということが一般的である。

　3っ目は農家個人どうしの合意によるものである、これは仲の良い農家同士か、或

いは農家居住地と土地が相対的に集中している。或いは村民小組の組織より合理的

であるということが考えられる。ここでは農家達が一定面積の整備の完成において、

一定の舎意のもとに互いの労働交換を行っている。それは昔の人疑公社時代の労働

点数や互助組時代の労働交換方法などによって行っているというが、その内容はさ

まざまであり、一概にはいえない。

　「墨糸」組織によって組織しなければならない理由は次のようなことである。つ

まりエリート農家による一戸ごとの小流域の整備は可能であるかも知れないが、す

べての農家がエリート農家ではなく、それに農家一入での整備範囲は限られてしま

う・からである。つまり一戸でできる範囲は小面積で、比較的整備しやすい土地に限

られているという特徴を持つ。それに比較的貧困で一般的な農家は面積が小さくて

整備しやすくても、一人でできないという場合もある。一方、治山工程の規定によ

れば、それはすべてが一戸で可能なような区画ではなく、区画の規定により大面積

で一定の計画によって行われなければならなくなる。このような一戸では無理のよ

うなある一定の薗的つながりを持つ一枚の土地面積を数個の農家が合意を立てて整

備しなければならない。

　ホーチュー県の五花城摺火石梁村は第一パターンの典型的な例である。この村には34戸、

！20入の人口があり、全村の面積は2576．8ムであり、自然条件が悪く、農業以外の資

源はまったくなく、全県において一一番貧困村として知られている。全県に個人農家

による治山工程が進められた時、この村には同じく実施したが、この村において通

用しないことが判断され、農球組織による方法を実施したという。これの主な原因

は農家経済基盤の脆弱である。この村では至急に整備すべき798ムの土地をすべての
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農家に請け負わせているが、農家と集団との合意による組織によって現在750ムの整

備を終わらせている。その具体的な完成状況を表6にまとめた。

嚢6　（山酒醤ポチコー県五花城郷火：石鯛村）

　　　ig83年から1990年までの整備と投入状況

項　　　　臼 至983 i984 1985 1986 正987 1988 ig89 lggo

年 年 年 年 年 年 年 イ1…

1，請負戸数の変化（戸） 26 26 26 26 26 30 30 34

2．請負面積の変化（ム） 798 798 798 798 798 798 798 798

3．整備された爾積（ム） 125 224 229 癩6 正27 328 鱒5 55

その内：

①経沸林両積　（ム） 60 19 30 226 55 MO 巨5 45
②梯　　　田　（ム） i15 5 15 58 4

③木　材　林　（ム） 35 195 70 5 i7 1

④草　　　地　（ム） 30 10 14 i20 34 96 壕0 5

⑤　　　　地　（ム） 2

⑥瀦　木　林　（ム） 90

⑦そ　の　他　（ム） 90 ！9

4．労鋤投入　　　（エ） 1600 至700 2ioO 4300 3800 1700 lOOO 1000

5，資金投入　　　（フG） 150 100 5200 1200 翼200 4000 31◎0 2000

その内図入投入（元） 150 100 200 20Q 200 3000 100Q 200◎

6．農罠一入当たり

平均純収入　　（元） 96．5 305 116 122 117 449 携30 337

資料：表4と｝司じp．2i6－217より合成作成。

注）：i．整備された面積に璽複計弊：が含まれている。

　　2．賢金投入欄の嗣人投入以外は三略と三家投入となる．
　　3．濃民一入監たり平均収入部分をもとの表に新しく追加したものである。

　表6からわかるように、その整備した項鷺は経門燈、木材林と梯田が主な二二とな

っている。資金投入のところには鰯人投入が含まれるが、それ以外の投入は集団の

無料投入ということである。つまり機械作業を無料で提供したり、土木工事に必要

な爆発用の火薬といった投入、これを実施する人材の皆練である。表6の請負農家数

は組織された農家の総数を示すが、その組織数ではない。1っの組織の農家数はその

請け負った土地の集まりや地形と面的つながりによって違ってくる。

（3）集団による労働組織

この方法はいわゆる「聯綱」組織方法である。これは1村のいくつかの村民小組を
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組織することで、その整備すべき土地や環境工事の量と範囲が「網戸」と「聯戸」

に無理であった町会、改善事業の仕方と受益範囲によリ村の意志決定によって組織

されるものである。ここには農家と村民小組との合意、村民小組間の合意の形成が

重要である。

　これには2っの組織方法がある、1つは村民小組間の労働交換による手伝い式の紹

織方法である。つまり今年もしくはある時期にはA組のある整備事業をB組の余剃

労働の手伝いによって、両村民小組の労働蓄積によって集中的に行うことでる、そ

してその次の年もしくは時期にB組の整備事業を集中的に行うことである。ここで

は労働だけではなく、機械などの生産要素の提供も含まれている。

　2っ目は村にあるいくつかの村民小組は連結して大工事を行うということである。

この2っ目の方法は山東省のリンチ㍗県に採用されているが、　「単戸」や「聯戸」によ

る方法がまったくとられていないということではないが、しかしこの「聯組達方法

が主体的な役割を果たしているということである。これは個人農家とか農家組織に

できない時に採用されるが、もっと重要な理由は工程の要求度が高く、高い組織力

を必要とする時の方法でもある。この方法には農家の反発が強いと思われるが、や

はり一定の合意のもとで農家利益につながるという条件が最優先される。これに成

功した例はこの山東省のリンチュー県である。以下リンチュー県の九山鎮朱庄村の「労働蓄積

用工制度」という例を取り上げる。

　この制度は強制的な意味を持つが、労働蓄積によって治山工程を長期にわたって

行って行くという制度的な性格を持つ。つまり、地域の貧困改善や治山などに必要

な労働蓄積を農家の自覚によるより、計画的に一つ一つ進めていくということであ

る。これには村の農業に依存する人口と農家が請け負った土地がすべて労働蓄積を

背負う義務があるという決まりである。農業労働者は義務労働と労働蓄積を背負う

が、労働者でないものと土地は労働蓄積を背負うという方法である。その方法は

「人六地四」という方法である。つまり、村の年間に必要とされる労働蓄積簸（義務

労働以外）を各村民小組に下ろされる。それはさらに村民小組によって人口が六割、

農民が請け負った土地に四割という割合で配分され、その量と質によって農家労働

がさまざまな形で蓄積されていく。

　その聯組」組織で行うやり方と農家が行っている労働蓄積状態を表7と8にまと

めた。ここでは農家が提供する労働は山地の果樹園建設、梯田作り、道路・橋・水

利など事業に配分され、その労働によって完成された果樹面積が与えられるととも

に余った労働に報酬を払い、かっそれが次の分配に参加できる権利となっている。
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嚢7　（山東省リンチ㍗県九由釧1朱庄村）

　　　1988年における集団韻織による労働蓄積の方法とその内容

寵1 労働分 労働分 実現され 削減すべき労働爪（工分） 超i愚・不足

番 擾に参 担に参 た労鋤郵： 労働分
讐 加すべ 浮すべ 義務 入口分 土地分撫 合　計
き入口 き土地 労働 担労鋤 ’労働分

雨積 分 分
（入） （ム） （二分） （工分） （1」二分） （十分） （工分） （工分）

2 i46 125．99 87680．5 1650 鋼676 24757 71083 16597．5
3 127 122．69 64873 ｛450 38862 2嘆iO8．6 6喋420．6 452．母

4 l17 122．80 56984 1船0 35802 24130．2 6i332．2 畷348．2

資料：裟4と同じp．62．｝ニリー・部を引用目

沼三）：1。1988年において朱庄村の男子労働…・手あたりの義務労働分は50工分である。

　　2．木村には合灘2の紐があり、これは背の坐産隊である。
　　3．表の三つの組は「聯紐」四丁プ∫法をとっている．

表8　1988年の巖家の労働供出実状と決算表（第・1絹の一部農家肇例）

氏名 二L地 実現さ i「男減されるべき労働づ〉 増減分
保有 れた労

入口 鋤鍛 義搦労 暴建工 合　註1’

鋤分
（人） （工分） （工分） （工分） （エ分） （工分）

茨金石 5．25 1733．4 27罐8．4 2748．4 一1朝5

趨ヨミ亭 4 1696 50 209履 2M4 一448

董金城 4 883 50 2094 2目哩 一i261

藪金聚 6 2189．8 50 3141 319｛ 一1001．2

董金台 4 嘆046 50 2094 2M4 1902

孔憲国 4 169G．6 50 2094 2144 一453．4

付松 5．5 2126．6 50 2879．3 2929．3 一802．7

増減決算

（元）

一10i、5

　－44．8

－126。1

－100．12

　！90．2

－45．3乃

一80．27

資料：表4と1司じP．63より作成．

瀧）：圭．1988年の塞建工の10分あたりの価格はi元である。

　　2．暴建というのは入碧と烹二地分担労働分の合計である。
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表9　果樹園木穴堀労鰯鵬1に33ける労1解1の管｝1獣況

資料・：表4と阿じP。より加二夏二引川。

沼i）＝L不合格と諏められた回数は完成された標準穴数の中の

　　　穴数である。

…碁芝　圭　0　　　（5』舞芝省リン1コーザ摂）

　　　照および昆つの郷の果樹繊緬拓「い生理｝1爪引回｛旧人の動向

イ1…代

1985隼 全県

@内

1鰯年 承諾

@内

198律 金り艮

@内

1988年 二塁

@内

1989イ1蔓 全懸

@内

項目

全県合掃1（全脳∫iλ均）

　内，冶源敵

　　九由鎮
　　　白沙郷

全談合躍1（全照3iり勿

　内1冶源鑓
　　九山鎮
　　　白沙郷

金り断惑副（企卿ド均）

　内聖日山険
　　　九山鉱
　　　白沙郷

二塁合溺（全鋳い1乏均）

　内雲冶源欽

　　　九由鎮
　　　白沙郷

全懸合照金卿1乏均）

　内重冶瀕離

　　九由敵
　　　白沙郷

イi…宋果樹鴎

　爾1ノ｛（ム）

73608
2251

3288

6026

93735

2872

3745

846a

i29689

　5351
i2405

】6000

135647

560篠

12816

給312

151386

5777

12500

iG4；5

資料；裟4と同じP．74－75より加工作成。

果嗣総生麗録
（噸）

2368（，

　585

　700

　655

｝8488

　352

　567

　475

26908

　920
　｛152

　690

24885

　734
　GO；

　666

30330
1048

　470

　700

膿i家1人単均
純収入　　（テ粉

i98

296

431

551

453

テ」三）11．1989年は厳しい干ばつに襲われ．糞蝋生産鎌が王滝とる1リ、〃1嫁の

牧入にか右1りの影鞭を与えたということである．
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果樹園建設における工事質の管理やその成績を示したのが表9と10である。農家の労

働蓄積とはいえ、その質を管理することが必要である。これは村からの工事管理者

によってチェックされる。これは図！の第3段階の関与であり、表9はその管理仕方で

ある。

　表7に示してある労働分担に参擁すべき入口というのは村民小組に住んで土地に依

存しているすべての人口のことを指し、労働分撞に参癩すべき土地というのは農家

が請け負っている総土地（自留地以外）齎積を指す。

　「聯組」する地域の総労働量を計算して、村から各村民小組に配分される。それ

をもとに、村民小組は入口と労働に応じて、入口に六割、土地に四割という方法で

再配分する。そして表8はその配分状況を農家レベルで示したものである。表8には

0．25と0．5という入口がある、前者は計蕨内に生まれた子供の人口計算であり、後者

は計画外に生まれた子供の人口計算である。

　成果分配方法は次のようになる。一つは整備事業が終わってから請負の面積また

は果樹本数を分配するということである。これは道路・橋・水利事業を終わらせて

から、それに関連して完成した成果を分配調整することである。その請け負った面

積や果樹利用権は30傘不変である。もう一つは請け負ってから整備事業を行うこと

である。これは先に整備すべき面積や果樹本数を請け負わせることによって、一定

の契約期間において整備を終わらせるこどである。

（4）地域組織による労働組織

　これは同じく「聯組」の一一種といわれているが、ここでは「聯村」と読んだ方が

良いのではないかと思われる。というのはこれは幾つかの村の連結組織によって行

われている場合がある。これは地域籍囲の合意をもとに一定の地域範囲をカバーす

る共同事業に対応するものである。設立される治山組織には臨時的な組織と専業組

織という2つのタイプがある。この組織の対象となる面積は広くて、合意に参加する

生産単位がたくさん関わってくることが特徴的で、その治山対象の事業もかなりむ

ずかしいということになる。

　ここに山西省のホ尋㍗渠五花城郷の「小流再開発心理有限株式会社」を紹介する。

五花城郷には10の行政村、三〇〇〇余りの農家戸数、全面積は4。6万ム、耕地面積は1．6

万ムである。この郷にはウジアグという大きな流域がある。それは地形的には「三

梁四溝一箸椥から形成され、一つの大きな斜面に四つの溝が平行して走っている

状態の丘陵地帯で、総面積は約1．36万ムである荒披、荒溝と荒山のことである。そ
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してそのウジアグには上述の10の行政村の7つが関係している。そこ：でこの斜面の整

備はこの7つの村によって整備されなければならない。したがってここでは地域組織

による労働組織方法を行っている。

　この会社は上述の7っの村の合意によって共同で組織されており、7つの村の810戸

の農家が参加している。それから郷内村や他の村の労働力と資金を会社に吸収して

いるので、合わせて9っの郷鎮や部分国営機関が参加している。そして各行政村の党

書認など12人から会社取締役会を結成し、その内1人物代表取締役、3人は副取締役、

残りは株主代表となっている。取締役会の下に管理人5入を設定している。つまり会

計士1人、資材管理人1人、水利技術員1人、農業技術員1入、林業技術員1人である。

さらに各行政村に会社の支社をもうけている。これは本社と支社が連絡を取り合っ

て、整備事業の進展を保証することか、或いは利益調整の時に有利であるという考

え方と思われる。

　次にその土地、資金と労働投入の方法と分配方式についてである。各種投入財と

完成した整備事業の状況を示したのが表11である。労働投入について農家は株とし

嚢1韮　（1．1．酒欝承一撫一転五花城郷）

　　　　1984年から1991年讃での投入資材’と整備項肖の明細叢

各種資材の投入写帽状況 数撤 株数

1，土地投入部分
こ璽二」趣鐸憂：入而発￥董　　　　　　（万ム） 1，952 31．78

2．資金投入部分

個人投入資金　　　（万元） 3 15

輿団投入資金　　　（万元） 1．6 1．6

県水利局投入壷金　（万元） 9 3

國家直接i投入資金　（万元） 8．8

樋家無利子投入資金（平時 51

会祉自已資金投入　（万元） 16

3，労働投入部分

柱隠鋤投入量　　　（万工） 14

内有償二二言入暴　〈万コニ〉 五1

株じこ善レ算さ濯、たジタメ掻（フ∫二婁二） 3 6．4

資料i褻4と1司じp．206－210よリ作成．

整網完成された項尉

幣備された禰秘（ム）
内梯i『1’漸1積

溝1：塁め畏さ

溝腿めによ

る整㈱師積

（ム）

（万距タ）

（ム）

植林地造成而穣（ム）

遊成土地而鎖

饗魚池
匙溢水而1蒋積
耕…漱水回修理

環山水路

二二廼設
遺習穴堀

（ム〉

（㈱
（ム）

（メーク）

〈メータ）

（釦距タ）

（万個）

数無

9000

3200

　28

350G
800

玉30

　9
160

1600

1300
10．壕

魂．6

注）ll、土地は6っの警級に分けて、1等地IGOム鶯2等地130ム瓢3等地150ム鷲4等地250

ム離5等地350ム讐6等地ioOOム蟷1株という計算である．
窪，偶入投入資金2000元瓢集口1・没入資金IOOOO元溜県単位投入資金3GGOO元”1株と

　いう計算である。
3．個入労鋤投入15QO＝；＝膣集1董；労働投入50QQ工瓢｛株と、、う計算である。

履．有償労働投入というのは会社が膿家労鋤に代金を支払った労働であり、この

会社の嚇合は隻工瓢3元である．
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て投入することもできるし、禽償労働として投入することもできる。しかし有償労

働投入の場合には、会社はその代金を村に支払い、村は一部を金額で農家に払って

一部を残す。この残った部分が農家の義務労働となる。この部分を村は会社に対す

る労働株または資金株として会社に再投入することができる。土地投入部分である

が、これは村の境界線内にある整備対象となる土地はすべて村の土地株として投入

されるが、その中に農家の請負土地があれば、村から一時的な仮土地を農家に与え、

すべてを整備事業の対象とさせる。整備が終わったらその農家の土地は返されるが、

それ以外の土地は農家に新しく請け負わせ、農家は会社に土地請負費用と維持費用

を交付する。これは株に対する分配であるが、これは会社の収支状況によって決め

るということである。会社は1985年から土地請負費用から収入を得ており、それを

各面に配分して、集団蓄積基金として留保しているが、株の配当は行っていない。

会社としては養魚以外の収入がなく、経営的に収支がとれていないが、新しく会社

から土地を請け負った農家の収入が上昇しているのは確かである。

5　むすび

　本文において「治山工程」による労働蓄積過程における労働の組織方法について

言及してきた。これによって次のようなことが明らかにされた。

　！っは「治山工程」というのは農業基盤整備と農業または地域を取り巻く環境整備

を行う改善事業であり、この事業を実施するとともに山郭丘陵地域における大量な

余剰労働力の就業と労働蓄積を実現するというねらいがあること。そしてこれは長

期性と計画性をもち、最終的には改善事業の実現によって、長期的に悩まされてき

た農民の貧困脱却と地域農業の発展をはかることである。これは地域に住んでいる

住民や受益者の合意形成のもとに、彼らの参進1∫によって行われたという論理である。

そしてこれは農村地域の発展と農業生産の継続的発展のために、そして農業生産単

位である農家の零細性と脆弱性から生まれるさまざまな藤壷の克服と自立経営農家

を育成していくためにも不可欠の条件であると見られる。この論理は山間丘陵地域

だけではなく、平原農村地帯、高山遊牧地帯一般にも通塞すると見られる。

　2っ目は労働蓄積のための労働力の組織方法である。それには大きく分けて「単戸」、

聯戸」、　「聯組」と聯村」という組織方法である。そしてこの労働組織方法は

さまざまであり、地域条件や…・定の利益と合意によるものであり、決して完全に強
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制的に行われている単一のものではないということである。

　3っ臼はそのように組織される内部条件である。例えば「単戸」組織には比較的機

械などの生産手段の保有や経済条件が高い農家に見られ、その整備する対象が農家

一戸で可能であるということである。　「聯戸」組織の場合は農家生産能力の低さ、

区画すべき面積の広さやむずかしさ、整備すべき面積が一定の整備しやすいような

面的つながりをもっていること、或いは「聯戸」しなければならないような労働蓄

積を要求する状態である。「貧鉱」の場合は個人や農家組織が出来ないような工事、

工事進展の早さの要：志度が高い、国の関連改善事業との計画的つながりを持つとい

う状態である。「連印」の場合は地域農業の改善に至急行わなければならない大プ

ロジェクトであること。

　4っ目は農家や地域は昔から労働蓄積と労働交換を行う経験を積んでいることであ

る。これは各労働組織方法に貫かれているといえる。合作社化や人民公社時代から

集団的な労働組織や蓄積方法を見習ってきており、そのやりとりを熟知し、その効

果の見通しを判断できるので、それは合意形成に対して重要な役割を果たしている

と思われる。

　5っ目はこのような労働組織方法が今後継続する外部条件である。これは本文にも

書及したように農家の利益に反する労働の組織は不可能である、そして今一つ注意

深く吟味しなければならないことは農業指導者による合意形成能力と比較有利によ

る農家の判断である。労働組織によって得られる利益とそれ以外から得られる利益

を農家が常に比較していると思われるから、労働組織による有利性と農村指導者に

よる合意形成能力を如何に高めるかというのが最大のポイントとなるのである。こ

れは改善事業が継続する基本条件であると思われる。

　6っ自はこのような労働組織方法は今後引き続き十分展開すべき価値があるという

ことである。1992年9月日中共岡調査において、青森梁の貧困地区農家の貧困脱却過

程を調査記録によって明らかにした6）。そこでは開拓者の貧困脱却過程は次のよう

なものであった。つまり「生きるための農業生塵」、「貧困解消のための農業生産」、

「農業経営をするための農業生産」というものである。これを実現した根本的な原

因は農象個人の強い努力、農業共岡組合の存在、そして国の関連事業や援助であり、

三者の協力があったからこそ実現したものである。中国の農業に即していえば、農

家の努力が必要であれば、集団の存在も必要であり、国の政策や援助も必要である。

中国においてもこの三者の協力ががっちりとうまく組み合わせていれば、日本の農

家が成長してきた道を辿る可能性が充分あると推測してよいのではないカ・と思われ
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る。

注：

1）志賀永一・甫ホ癩甫「貧困の把握方法に関する一考察」　（北大『農業経営研究』

　　第19号、！993年、PP．94－96及びPP．107－108）

2）生蜜霧「中国における貧困地区と貧困脱却の方策」　（七戸長生代表『日中比較

　　による農村の貧困状況からの脱却方策に関する共同調査研究』平成4年度科学

　　研究費補助金「国際学術研究」研究成果報告書、1993年2月、P120）

3）涯三貴「貧困地区の農業発展に対する資源の制約」　（岡上、PP．127－134）

4）朱希剛・曲調・注三貴「中国農村貧困の変遷、形成過程と反貧困政策」　（中国農

　　業科学院農業経済研究所、農村問題、1993年4月、P11）

5）　「五薬」は荒山、荒坂、荒溝、荒地、荒河沿のことをさす。

6）黒河功・志賀永一・甫ホ加甫「目本山間地域の振興に関する調査研究」　（七戸

　　長生代表陀申比較による農村の貧困状況からの脱却方策に関する共同調査研

　　究』平成4年度科学研：究費補助金「国際学術研究」研究成果報告書、1993年2

　　月、　PP．18－32）
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